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区分 対象行為 規模 

一般 

地域 

ア）建築物の新築・増築・

改築・移転、外観を変

更する修繕・模様替・

色彩の変更 

○高さ 12ｍ超若しくは地上 4 階以上、又は延べ面積

1,000 ㎡超のもの 

○上記の規模のもので、外観変更に係る見付面積※１

の合計が全体見付面積の１／２以上のもの 

イ）工作物の新設・増築・

改築・移転、外観を変

更する修繕・模様替・

色彩の変更 

○高さ 10ｍ超のもの 

○上記の規模のもので、外観変更に係る見付面積※１

の合計が全体見付面積の１／２以上のもの 

○太陽光発電設備を設置する事業に係る一団の土地

の面積の合計が 5,000 ㎡以上のもの 

ウ）開発行為、土地の開

墾その他土地の形質の

変更 

○行為に係る土地の面積の合計が 1,000 ㎡以上のも

の 

エ）土石の採取・鉱物の

掘採、木竹の伐採、屋

外における物件の堆積 

○行為に係る土地の面積の合計が 500 ㎡以上のもの 

オ）外観照明の新設・改

設等 

○ア）及びイ）の外観に設置する照明 

育成 

地区 

ア）～オ）の行為 ○原則として、全ての行為 

（建築物等の増改築等では、10 ㎡未満は除く。ただ

し、地区の実情に応じて、詳細な行為について定め

ることとする） 

※１ 見付面積とは、建築物（工作物）の張り間方向又はけた行方向の鉛直投影面積です。

※２ 国立公園の特別地域、特別保護地区又は海域公園地区における自然公園法に基づく

許可を要する行為については、景観法に基づく届出は不要です。
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【対象となる工作物】 

① 煙突、排気塔その他これらに類するもの 

② 鉄筋コンクリート造の柱、鉄柱、木柱その他これらに類するもの 

③ 広告塔、広告板、装飾塔、記念塔、電波塔その他これらに類するもの 

④ 高架水槽、サイロ、物見塔その他これらに類するもの 

⑤ 擁壁、さく、塀その他これらに類するもの 

⑥ 観光用のエレベーター、エスカレーター 

⑦ ウォーターシュート、コースター、メリーゴーラウンド、観覧車、飛行塔その他これら

に類する遊戯施設 

⑧ アスファルトプラント、コンクリートプラント、クラッシャープラントその他これらに

類するもの 

⑨ 自動車車庫の用途に供する工作物 

⑩ 石油、ガス、液化石油ガス、穀物、飼料、肥料、セメントその他これらに類するものを

貯蔵する施設 

⑪ 汚物処理場、ごみ焼却場その他これらに類するもの 

⑫ 太陽光発電設備 

⑬ その他市長が指定するもの 

   ◆「育成地区」と適用される基準について◆ 

「育成地区」とは、特徴的な景観を有している地域・地区のうち、住民・事業者と行政が 

一体となって特にきめ細やかな景観形成を推進する必要のある区域です。 

     地区住民等との協議をふまえて指定を行い、別途定める地区ごとの景観形成基準により、 

さらにきめ細やかな規制・誘導を推進します。 
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